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○ 「市民」に関連する条例項目の整理 

 

 

 ■前回、前々回の会議で、「市民」に関連する条例項目について、グループ討

議を行い意見をだしていただきました。別紙のグループ討議の成果は、そ

れらの類似した意見を項目ごとに分類、整理したものです。 

 

 ■今回の全体会議では、これまで議論をしてきた現時点での「市民」に関連

する条例に盛り込む項目について、整理し確定していきます。 

 

 



グループ討議の成果  

「市民」に関連する項目について 

区 分（大項目） 区 分（小項目） 規定する内容・方向性 備  考 

基本原則（理念） 

前文 

 

 ・「住民自治」の原則を明確に定義する。 

・「市民が主体」という表現はあいまい→ 漠然とした表現は避けるべき 

・行政区との関わりをどうするか？ 

・地域コミュニティの維持、尊重 

・自然、歴史、伝統を重んじる 

・郷土を愛する心を育む 

・自然を大切にする 

・市民の幸せ 

・自主性、自立性が尊重される権利   

・自然との共生                  

・自然を守り、次世代に残せる環境づくり     

（市をきれいにする制度づくり）         

 

市民の権利と義務 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民の定義 

 

 

 

 

 

 

 

 

①市民とは、本市の区域内に住所を有する者、居住する者 

②市内で就業する者 

③市内で就学する者 

④市内で事務所を有する法人 

⑤市内で活動する法人、その他の団体 

⑥市内で活動する者 

利害関係を有する人や団体 削除  

⑦納税者（市外に住所をもつもので、納税をしている者） 

・市民概念の多様性  削除（⑦へ包含する） 

 

表現があいまいではないか？（範囲が広い） 

 



市民の権利と義務 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民の権利 ・市民が求めるものを学ぶ権利。（自由な意思を生涯にわたり） 

・自らの生命、自由及び、幸福追求すること 

・快適な環境において安全で安心な生活を営む権利 

・地域間格差の解消を図り、行政サービスを等しく受ける権利 

・知る、参加する、サービスを受ける権利 

・性別、年齢、国籍、障がいの有無に関わらず平等である 

・まちづくりを行う権利 

・市民参加は個人レベルでは難しい、事業者も含めた役割  

・事業者に協力依頼              

・事業者の権利及び責務      

・事業者の役割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・オンブズマン制度について検討する（市民のチェック機能） 

 

・公平性 

 

市民の責務（役

割） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・市民は、自治の主体者であることを自覚し、積極的にまちづくりに参加

するよう努める。（技術、能力の還元） 

・連帯感をもつ（共働、尊重） 

・発言、行動への責任をもつこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文章化する時に、「公平性」を用いる（前文） 

市民の定義で、事業者も「市民」とし

て定義している。改めて、項目を設定

する必要はない 



市民の権利、利益の保

護 

不利益救済の仕

組み 

・市民の意見、要望、苦情に対する的確な対応 （行政） 

・権利の乱用の防止 

・居住地による不利益 

 

情報公開 情報提供 

情報共有 

 

説明責任 

 

・市民の要望に対して行政サイドが実施 

（市民に分かりやすい表現で） 

 

情報公開制度 ・市が保有する文書、記録を請求に基づき公開する制度。市民に分かりや

すく情報の提供をする。（情報の共有化と平等化） 

喜多方市情報公開条例 

個人情報保護制

度 

・災害救済時、登録制、ネットワークづくり 

・自己の個人情報の開示、訂正、削除を求める。 

 

喜多方市個人情報保護条例 

住民参加・協働 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくりへの 

参加 

・審議会委員の公募の年齢制限は設けない（多様な意見を聞くため。） 

・市の政策に対する、企画、立案からの市民の参加。（市民懇談会の開催） 

・市民の提案制度 

・行政評価への参加 

・市民の意思を市政に反映する制度（住民自治、地域コミュニティ、NPO、

インターネット等を活用したまちづくりの積極的な参加） 

・手紙や電子メールによる意見公募制度  削除 

 

 

 

 

住民投票制度 ・住民投票制度の規定を設ける。  

「行政」の項目でも検討する 

上段の（インターネット等）に含めて整理する 



 


